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 「えべつ型コミュニティ・スクール」の第１回学校運営委員会の続報です。 
各学校では、新たに選任された委員の方々に対して、改めて今年度の学校経営方針を説

明し承認していただいています。また、様々な学校の課題等に関する熟議も行っています。 
熟議の中では、以下のような意見が出されていました。（意見の一部を抜粋） 
 
 ○児童生徒数が減少する中、小中一貫教育の関わりで、事前に交友関係が広がる取組

はよい。 
 ○運動会の後に卒業生が片付けなどを手伝っていた。大変気持ちのよい様子で児童の

変容が感じられた。 
 ○交通ルールの遵守については、学校での啓発はもちろん、家庭・地域と一緒に進め

て行くべきである。 
○生徒アンケートにおける中１の自己肯定感が高いのは、小中一貫教育での交流を通
して、不安なく入学することができたからではないか。 

 ○働き方改革に関するコアチームの取組が良い。今後期待できそうだ。 
  
また、学校運営委員会を小中合同で設置してい 

る第二中学校区（第二小・第二中）では、各校の
学校経営方針の交流の他、小中一貫教育の具体の
取組等についても意見交換が行われました。委員
の方々からは、「子どもたちの中学校入学後の様子
を見ているとたいへんスムーズで、小中一貫教育
の成果を実感している。」「児童が部活動選択をし
やすいように実施方法を工夫してほしい。」等の意
見が出されていました。 
大麻東中学校区（大麻東小・大麻泉小・大麻東

中）では、昨年度から第１回学校運営委員会を合
同で開催しており、小中一貫教育の観点から「え
べつ型 CS」の取組を進めています。 
市内の学校運営委員会での地域の方の声や励ま

し、肯定的な評価等が各校の学校運営や教育活動
を着実に後押ししてくれています。 
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総務課・学校教育課 

「江別市小中一貫教育」☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆ 

☆☆☆☆☆☆☆☆「えべつ型コミュニティ・スクール」 
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江陽中学校区のシャトルランの合同実施 初めの自己紹介や記録測定、振り返りの様子 

対雁小６年生の外国語科の授業 先生方の意見交換 廊下に掲示されている各教科の重点事項 

 
 
 
 
 ６月１０日（火）～１２日（木）に江陽中学校区で「全国体力・運動能力、運動習慣等
調査」の種目測定を豊幌小５年生１クラス、江別太小５年生２クラスと江陽中２年生３ク
ラスが合同で実施しました。今年度で４回目となる取組ですが、当初は複数種目を実施し
ていたものを、より成果をあげることができるように種目を「シャトルラン」にしぼって
行うようになりました。小学生と中学生がグループになって一緒に測定を行うことで、中
学生が小学生を励ます姿や手本を示そうと頑張る姿がたくさん見られ、記録も昨年度と比
べて大幅に向上しました。「いいよ！」「まだまだいける！」「ガンバレ！」等、かけ声と拍
手が体育館中に響き、それに応えて目標に向かって一生懸命に取り組む子どもたちの姿が
たくさん見られました。 
 シャトルランの記録測定後は、他の種目の測定の仕方やポイントについて中学生が小学
生に教える時間をとり、また、授業の振り返りでは、小学生のお礼の言葉、中学生の感想
発表があり、小・中学生の交流がさらに深まりました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 「中学校の教員が小学校の授業を見学し、学習指導や生徒指導が小・中学校間で異なる
ことを教職員同士が理解し、義務教育９年間で児童生徒を育てる発想を持てるようにする。」
ことをねらいとした中央中学校区（中央中・対雁小・中央小）の教科指導連携研修が対雁
小で行われました。授業参観は、外国語専科の先生と ALT の先生によるチームティーチン
グでしたが、対雁小では、導入段階で必ず英語を「書く」時間をとり、その後は授業の目
標に合わせて「話す」「聞く」「読む」の活動をバランスよく配置して授業を組み立ててい
ます。４月に小学校の先生が中学校の英語科の先生と連絡をとり、授業観（授業像）の共
通理解を図って日々の授業実践をしてきました。小中で系 
統性を意識しながら同じように授業を進めることで、児童
生徒の資質・能力は着実に伸び、かつ「中１ギャップ」の
緩和にもつながります。 
中央中学校区では、一昨年度が算数・数学科、昨年度が

国語科の教科指導連携研修を行っており、その他にも学校
教育指導への相互参加や学校課題研究発表会への全教員参
加の取組を行い、児童生徒の実態をもとにした「系統的な
指導」と「一貫した指導」をしっかりと進めています。 


